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表紙　　「横浜金沢八景船屋」　（野島）　

　　　　川野 奈津子　［三浦組 長願寺門徒］
　　　　　
　　　　　東京都大田区蒲田に生まれる。
　　　　　小学生の頃に「国際学童水繪展」にて受賞して以来、長年に渡り絵画を楽しんでいる。
　　　　　「日本水彩展」、「上野の森美術館・日本の自然を描く展」で入選。
　　　　　2014 年には個展も開催した。
　　　　　趣味のハイキングを縁に『新ハイキング横浜支部ニュース』の表紙を掲載し続け、
　　　　　『新ハイキング』（新ハイキング本部発行）の口絵としても掲載された。
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「みほとけさまにみまもられ」

　本園は昭和 35 年に真教寺の境内に開園しました。当時、大規模団地
として話題になったひばりヶ丘団地が近隣に出来、多くの人が移住して
きました。その中に幼稚園の先生をされていた初代園長小野喜代子先生
がおられ、当寺の住職と相談をしてお寺に幼稚園を開くことになりまし
た。

　小野喜代子先生は仏教にもご縁があり、
現在まで続く本園の仏教保育の形を作られ
ました。その中に「おちかい」というもの
があります。毎週月曜日に全園児がホール
に集まり、「おちかい当番」の園児が園長
と一緒にご本尊さまの前に立ち、みんなで
手を合わせ、お当番さんが先導して「おち
かい」のことばを唱和します。

　毎週みほとけさまの前で手を合わせた事は園児達の心に残っていくよ
うで、卒園した子ども達は幼稚園での思い出としてよく「おちかい」の
話をしてくれます。先日もお寺でご法事をされた方が幼稚園が出来た頃
の卒園生で、「おちかい」は今でもやっているのですかと尋ねられ、は
いと答えると懐かしそうに「今ではこんな大人になってしまったけれど、
おちかいをしてみほとけさまに手を合わせていたんですよね」と話して
くれました。
　「おちかい」のことばは次のようなものです。「わたくしたちは、みほ
とけさまのおしえにしたがって、よいことをすすんでし、わるいことを
あらため、みんななかよく、よいこになることを、おちかいいたします」。
道徳的な印象もありますが、仏さまが私達にかけている願い、仏の誓い
として頂きたいと思っています。子ども達には「おちかいのことばのよ
うにはなかなか出来ないのが私達ですが、みほとけさまはいつでもどん
な時でも私達の事を見守って、こういう子になって欲しいと願って下
さっていますよ」と話しています。
　本園の園歌には「みほとけさまにみまもられ、のびのびすくすくそだ
ちます」とあります。大人も子どももみ仏さまに見守られ、共に育ちあ
う場でありたいと思っています。












